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ダラスで開かれた全米救急救命士協会の 2010 年年次

総会では、協会のファミリーが一堂に会し、この名誉

ある専門職に専心する姿を行動によって明白に示し

ました。これについて、パトリック・ムーア会長は次の

ように述べました。「このようにして同志と集い、病院

前救急医療の最近の進展について学び、この分野の新技

術を目にすることができたのは、本当に喜ばしいことで

す」。

　9 月 27 日～ 29 日、ダラスで EMS EXPO と同時開催

されたこの年次総会は、全米救急救命士協会および救急

医療サービス専門職の業績について、出席者が認識を深

める良い機会となりました。

　9 月 28 日、ムーア会長の司会による全米救急救命士

協会の会員総会および授賞式では、2010 年度中の協会

の主な活動と業績が紹介され、ボランティアの方々およ

びスポンサーの皆様への謝意が表明され、全米でも特に

優れた救急医療サービス（EMS）従事者とそのサービス

に対する表彰が行われました（18 ページからの記事を

ご覧ください）。

　総会の後、会員は全米救急救命士登録協会（NREMT）

の主宰する歓迎パーティーを楽しみ、全米から集まった救

急医療サービス従事者間の交流を深めました。

 

協会の各部会会議 

　年次総会の月曜日と火曜日には、全米救急救命士協会

理事会、支部審議会、全米救急救命士協会財団の会議に

加え、提言委員会、選挙管理委員会、教育委員会、財政

委員会、安全衛生委員会、リーダーシップ開発委員会、

会員委員会の各部会会議が開かれました。

　水曜日には、全米救急救命士協会の教育プログラムで

ある、病院前外傷処置（PHTLS）、内科系初期処置（AMLS）、

および救急小児医療ケア（EPC）の年次総会が開かれま

した。EMS EXPO も同日開催されました。

スコット・B・フレーム記念講演（ハイチからの報告）

　水曜日午後のフレーム記念講演は、「ハノーバーから

ハイチへ―被災地での医療活動」と題して、ジェームズ・

ジェリング氏（MD、FACP、FCCM）が行いました。同氏は、

ニューハンプシャー州ハノーバーのダートマスメディカ

ルスクール（Dartmouth Medical School）の医学部準教

授であり、バーモント州ホワイトリバージャンクション

の VA メディカルセンター医療サービス部（Medical Service, VA 

Medical Center, White River Junction）の部長でもあります。

　ジェリング氏は、2010 年 1 月に死者 20 万人以上、被災者

100 万人以上を出したハイチ大地震の余波の中での職務につい

て報告しました。同氏は、パートナーズインヘルス（Partners 

In Health）を通してダートマス大学（Dartmouth College）と連

携し、ポルトー

プ ラ ン ス 大 学

病 院（Port Au 

Prince University 

Hospital）の限ら

れた備品と大混

乱の中でチーム

の指揮を執り、重

傷を負った多く

の住民に救急処

置を行いました。
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